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第６学年 国語科学習指導案 

６年２組  ３３名 

指導者   日下 直毅 
 

１ 単元名 “ホッと”な座右の銘ブックをつくろう 『大切にしたい言葉』（光村図書） 

 

２ 指導にあたって 

（１）単元設定の理由 

学習者は，これまでに，俳句や短歌をつくる学習を通して，自分の思いや伝えたいことにぴったりと合

う言葉を選ぶことができるようになってきた。学習材『私たちにできること』の学習では，提案の理由と

内容を明確にした文章を構成することができている。また，タブレット端末を用いてプレゼンテーション

を作る際にも，考えが伝わりやすくなるように，情報を取捨選択し，言葉を吟味することに取り組んだ。

しかし，自分の伝えたいことを書こうとしても，分かりにくい文章になってしまったり，書いた文章のど

こをどのように直せばよいのか迷ったりする姿が見られた。そこで，文章を書くときに言葉による見方・

考え方を働かせ，自分の思いにぴったりの言葉を選び，伝えたいことを明確にして書く指導を行いたいと

考えた。また推敲することで，自分の表現を吟味する観点を知り，自分の思いが読み手に伝わる喜びを体

験したり，推敲の意義を実感したりできるようにしたい。そして，文章全体の構成や書き表し方の工夫を

共有し，自他の文章のよいところを見付けさせたいと考え，本単元を設定した。 

本単元では，学習材『大切にしたい言葉』を扱う。ここでは，座右の銘として大切にしたい言葉と自分

の生活体験を結び付け，自分が感じたことや考えたことを，他者に伝えるために書く活動を行う。学習者

が，文章全体の構成を考えたり，グループで共同推敲したりすることにより，思いが伝わる書き表し方の

工夫を学ぶことができる教材である。また，スポーツ選手や偉人，伝記や物語の登場人物の名言などを例

に挙げることで，親しみを感じ学習に取り組む意欲が湧くと考える。 

本単元における学習者の活動目標は，「“ホッと”な座右の銘ブックをつくろう」である。座右の銘を

学級で読み合い思いを伝えたり，学年の友達に発信したりすることにより，書くことの楽しさや面白さに

気付くことができるようにしたい。多様な座右の銘と触れ合うことになるこの学習では，学習者はたくさ

んの言葉とその価値に出合うこととなる。言葉に対する意識を高め，言葉を大切にする姿勢を育み，卒業

文集作成などこれからの生活に活かすことができるようにしたいと考える。 

（２）言葉による見方・考え方を働かせ，考えを形成し，共有する指導の工夫 

  常時活動として行う日記や，気に入った言葉を集める「ことば通帳」を振り返ったり，思考を整理する

ためにワークシートを活用したりすることで，大切な言葉を選んだ理由や，その言葉に結び付く自分の経

験を明確にできるようにする。共同推敲では推敲のポイントを示し，書き手が確認してほしいところを中

心に考える事ができるようにする。また，指導の手立ての工夫として，単元の中でタブレット端末を活用

する。タブレット端末を活用し文章を作成することで，学習者は編集が容易にでき，文字数も意識しやす

くなる。さらに，MetaMoji の共同編集機能を活用することで，グループ内で入力した情報を常に確認でき，

書き表し方の工夫を友達と共有していく手掛かりになると考える。 
 

３ 単元の目標 
（１）活動目標   「“ホッと”な座右の銘ブック」をつくろう 
（２）指導目標と単元の評価規準 

指導目標 評価規準 評価の観点 

○語句と語句の関係，語句の構成や変化について
理解し，語彙の質を高めることができるように
する。 

○語句と語句の関係，語句の構成や変化につい
て理解し，語彙の質を高めている。 

〔知識・技能〕 

(1)オ 

○目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりするとともに，事実と感想，意見を区別
して書いたりするなど自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫することができるよう
にする。 

○「書くこと」において，目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書いたりするととも
に，事実と感想，意見を区別して書いたりす
るなど自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫している。 

〔思・判・表〕 

B 書くことウ 

○互いの文章を読み合い，目的や意図に応じた文
章の構成や展開になっているかなどについて
具体的に感想や意見を伝え合い，自他の文章の
良いところを見付けることができるようにす
る。 

○「書くこと」において，互いの文章を読み合
い，目的や意図に応じた文章の構成や展開に
なっているかなどについて具体的に感想や意
見を伝え合い，自他の文章の良いところを見
付けている。 

〔思・判・表〕 

B 書くことカ 

○言葉がもつよさを認識するとともに，進んで読
書をし，国語の大切さを自覚して思いや考えを
伝え合おうとする態度を養う。 

○自分の考えが伝わるように書き表し方を粘り
強く吟味し，見通しをもって大切にしたい言
葉についての文章を書こうとしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 
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４ 単元の構想と評価計画  
学習活動と学習者の意識（全９時間）  主な指導・支援  評価規準  

事前 印象に残っている言葉・名言を集める。  ○学級文庫に名言集を置
いたり，新聞記事やテレ
ビ等で見聞きした言葉
を，ことば通帳に書いた
りして，身の回りの言葉
に意識して生活できる
ようにする。  

 
 
○学級で座右の銘ブック
をつくることを提案し，
実際に指導者が作った
文章を紹介することで，
学習のイメージをもて
るようにする。  

 
 
○自分の経験と結び付く
座右の銘を選べるよう
に，普段興味をもってい
ることと結び付けて考
えるよう助言する。  

 
 

 
 
○ 構 成 メ モ を 書 く た め 
の視点を示した手引き 
を提示する。  

 
 
 
 
 
○なかなか書き進めるこ
とができない時は，言葉
に関する体験を聞き取
ったり，「中」の内容を
詳しくしたりするよう
助言する。  

 
 
〇教師の書いたモデル文
や，推敲のポイントを示
した手引きを用意する
ことにより，推敲する手
掛かりにする。  

 
 
 
 
○共同推敲は，互いに見て
ほしいポイントを示し，
文章がわかりやすく伝
わるかや，疑問を解決す
るために行うというこ
とをおさえる。  

 
 
 
○友達のアドバイスをも
とにして，文章を清書
し，分析するように助言
する。  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○友達の書いた文章を読
むときには，様々な視点
から感想が書けるよう
に手引きを用意する。  

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を粘り
強く吟味し，見通しをも
って大切にしたい言葉
についての文章を書こ
うとしている。  
（発言・ワークシート）  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いた
りするとともに，事実と
感想，意見を区別して書
いたりするなど自分の考
えが伝わるように書き表
し方を工夫している。  
（発言・ワークシート）  

 
 
 
 
 
 
 
○語句と語句の関係，語句
の構成や変化について
理解し，語彙の質を高め
ている。  
（発言・ワークシート）  

 
 
 
 
 
○互いの文章を読み合い，
目的や意図に応じた文
章の構成や展開になっ
ているかや，書き表し方
の工夫について具体的
に感想や意見を伝え合
い，自他の文章のよいと
ころを見付けている。
（発言・ワークシート）  

 

第一次  座右の銘にしたい言葉を出し合う。・・・・・・・・２時間  

①座右の銘にしたい言葉を決める。  

 

 

 

 

 

 

②ワークシートを活用し，選んだ言葉に結び付く経験を書き出す。  

 

 

 

 

 

 

 

第二次 座右の銘ブックの文章を書く。・・・・６時間（本時５／６時間）  

①文章の構成を考える。  

 

 

 

 

 

 

 

②タブレット端末（Word）を使って下書きをする。  

 

 

 

 

 

 

 

③下書きを推敲する。  

 

 

 

 

 

 

 

④⑤グループで共同推敲し，よりよい書き表し方を検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥共同推敲したことをもとに，清書し分析する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三次  座右の銘ブックをつくる。・・・・・・・・１時間  

①  学級全体で読み合って感想を伝え合い，学習を振り返る。  

 

 

 

 

私は漫画をよく読
むけれど，かっこい
いセリフや心に残っ
たセリフがあるよ。  

先生がよく言う「○○」
という言葉がよく頭に残
っているな。どのように
できた言葉なんだろう。 

 伝記や新聞の中にも，
名言があるかもしれない
から，よく読んで集めて
みたいな。 

 座右の銘とはそういう
ことか。スポーツ選手も
座右の銘をもっているっ
て聞いたことがあるよ。 

 ことば通帳に，ことわ
ざも集めたよ。この言葉
があれば，苦しい時にも
頑張れる気がする。 

 友だちとの付き合い方
で悩んだ時，この伝記の
言葉を思い出せば勇気付
けられそうだな。 

先生が言っていた
言葉にとても励まさ
れたな。  

 １年生との交流で感じ
たことをこの名言と結び
付けて，どんな文章にし
ようかな。 

私がピアノの発表会で
緊張した時の経験とこの
名言を結び付けよう。 

 

これからどのよう
に座右の銘を大切に
していきたいかも，
書き表せるかな。  

座 右 の 銘 に 結 び
付く自分の体験を，
具 体 的 に 入 れ る と
分 か り や す く な り
そうだ。  

 座 右 の 銘 を 伝 え
る文章にするには，
何を書き，どのよう
に ま と め れ ば い い
のかな。  

初めの部分には，
ど ん な 内 容 を 書 こ
うかな。  

構成メモの中で，
よ り 詳 し く 書 い た
ほ う が い い と こ ろ
はどこだろう。  

 詳 し く 伝 え た い
こ と を 意 識 し て 書
いてみよう。経験を
具 体 的 に 書 く と 分
かりやすそうだ。  

読みにくいところ
や分かりにくいとこ
ろはないかを確認し
てほしいな。  

「思う」という言
葉が多いな。他の言
葉に変えることがで
きないかな。  

下書きはできたけ
れど，これで自分の
考えが伝わるかは少
し不安だな。  

○ ○ さ ん が 考 え
て く れ た 言 葉 の 方
がぴったりかも。文
章を変えてみよう。  

「 く や し い 」 と
「悲しい」ではどち
らの方が，より自分
の思いに近いかな。  

 自 分 の 経 験 の 部
分 の 文 章 に 自 信 が
ないから，確認して
ほしいな。  

 主 語 が な く て 分
か り に く い 文 章 が
あったから，主語を
付け足そう。  

確 認 し て も ら っ
た と こ ろ を も う 一
度読んで，アドバイ
ス を 振 り 返 っ て み
よう。  

 も う 一 度 読 ん で
み る と や っ ぱ り こ
の文は長いな。二文
に 分 け て 短 く し よ
う。  

下 書 き と 比 べ る
と，文章の量が増え
たよ。わかりやすく
書けたと思うよ。  

前 の 文 だ と 長 く
て 読 み づ ら か っ た
けど，二文に分ける
と 読 み や す く な っ
たよ。  

自分では気付かなかっ
たけれど，経験について
具体的に書き加えたら，
分かりやすい文章になっ
たよ。 

こ れ か ら は 文 章
を 書いて満 足する
だけではなくて，読
み返して，よりよい
文 章が書け るよう
になりたいな。  

 自 分 の 思 い を 伝
え る の に 似 た よ う
な 言 葉 で も よ く 考
え て 使 い 分 け る 大
切さに気付いたよ。  

〇 〇 さ ん の 文 章
は，自分の体験と座
右 の 銘 が し っ か り
結 び つ い て い て 読
みやすいな。  
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５ 本時の学習 

（１）本時の指導について 

  本時は，下書きした文章を読み合い，グループで共同推敲する学習を行う。自分が気付いたよさや改善

点を，全体で共有することにより，自分の思いが読み手に伝わる書き表し方について，理解を深めていく

ことを指導者のねらいとする。前時でまとめた推敲のポイントを示し，下書きした文章を推敲していく手

掛かりとする。また，MetaMoji の共同編集機能を活用し，グループの友達が入力した情報を常に確認でき

るようにする。 

 

（２）目 標 

  ①活動目標 

グループで下書きを推敲し合い，交流しよう。 

  ②指導目標 

書き手の考えが伝わるように書き表し方を工夫したり，改めたりした部分について伝え合い，自他の

文章のよいところを見付けられるようにする。 

 

（３）展 開  

学習活動 主な指導・支援 具体の評価規準 

１ 前時の学習を想起し，本時の学習の

めあてを確認する。 

１ 前時の振り返りを促し，本時の学習内容

を確認する。 

  

 

 

 

２ 書いた文章のよさや改善点をグループ

で共有することができるようにし，ワーク

シートに書き加えるよう促す。 

 〇タブレット端末を活用し，ワークシート

を共同編集できるようにする。 

 〇手引きに，推敲するときの観点を示す。 

  ・読みやすくわかりやすい文章か。 

  ・自分の考えが伝わる文章か。 

 

 

３ 書き表し方の工夫について理解が深ま

るように，学習者の意見を整理して板書す

る。 

  

 

４ ワークシートに本時の振り返りを行い，

次時への意欲をもつことができるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

互いの文章を読
み合い，目的や
意図に応じた書
き表し方の工夫
ができているか
などについて，
具体的に感想や
意 見 を 伝 え 合
い，自他の文章
のよいところを
見付けている。
（発言・ワーク
シート） 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

グループで下書きを推敲し合い，交

流しよう。 

 

 

 

 

 

２ グループ内で下書きを共同推敲す

る。 

 〈活動の流れ〉 

 ①グループの友達の文章を推敲し，修

正するところに線を引き，通し番号

を書く。(タブレット端末) 

 ②付箋に修正の内容を詳しく書く。 

 ③書き込んだ付箋を渡す。 

 ④次の文章の推敲を始める。 

 

３ グループで共同推敲して気付いた

ことや，書き表し方の工夫について全

体で共有する。 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

  

 

 

（４） 本時の評価                       

「十分満足できる」と判断される状況
 

 

  表現を吟味する観点を生かし，具体的に感想や意見を伝え合う

ことにより，書き表し方の工夫について理解を深め，推敲するこ

とのよさに気付いている。 

「おおむね満足できる」状況を実現す 

るための手立て 

 

・タブレット端末で気付きを共有し，考える手掛かりとする。 

・ワークシートに共同推敲するときのポイントや，話し合いの進

め方を示し，グループでの交流をすすめやすくする。 

 


